
年の東北インバウンドを占う　大船渡・住田町の講演から

第回

日
本
サ
ー
ビ
ス
大
賞
・
国
交
大
臣
賞

バ
リ
ア
フ
リ
ー
旅
館
が
受
賞

「
大
百
済
展
」な
ど
世
界
遺
産
Ｐ
Ｒ

韓
国
・

扶
余
郡
　

観
光
説
明
会
を
開
催

　
イ
ン
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
仙
台
・
松
島

が
主
催
し
た
大
船
渡
市
・
住
田
町
連
携

「
外
国
人
観
光
客
受
け
入
れ
体
制
整
備

事
業
」
の
講
演
会
に
登
壇
し
た
。
三
陸

沿
岸
部
や
隣
接
市
町
村
で
は
、
東
日
本

大
震
災
と
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
誘
致
で
新
た
な
絵
図
を
描
こ
う

と
す
る
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
仙
台
空
港
で
あ
る
。

復
興
道
路「
三
陸
道
」の
全
線
開
通
で
、

被
災
地
と
杜
の
都
・
仙
台
が
劇
的
に
近

く
な
っ
た
。
仙
台
は
東
北
随
一
の
魅
力

あ
る
都
市
で
、
東
北
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
。

ホ
テ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
免
税
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
も
レ
ン
タ
カ
ー
も
そ
ろ
う
。
仙
台

発
着
の
三
陸
誘
客
で
、
こ
れ
ま
で
と
は

違
う
景
色
が
み
え
て
き
そ
う
な
予
感

だ
。

　
そ
の
三
陸
道
を
利
用
し
て
、
会
場
の

大
船
渡
「
お
お
ふ
な
ぽ
ー
と
」
と
仙
台

を
往
復
し
た
が
、
改
善
点
も
多
い
こ
と

が
分
か
っ
た
。
片
側
一
車
線
で
、
事
故

が
あ
れ
ば
一
斉
に
下
道
に
降
ろ
さ
れ

る
。そ
の
日
は
３
回
も
高
速
を
降
り
た
。

　
三
陸
道
は
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
が
少

な
い
た
め
、
ト
イ
レ
休
憩
で
も
出
口
へ

向
か
う
こ
と
が
あ
る
。
出
口
付
近
に
は

「
道
の
駅
」
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
休
憩
処
に
も
な
っ
て
い

る
。
だ
が
、
誰
に
も
起
こ
る
生
理
現
象

に
、ま
さ
か
の
渋
滞
な
ら
、話
は
別
だ
。

　
講
演
の
翌
々
日
、
盛
岡
で
出
席
し
た

「
令
和
４
年
度
い
わ
て
観
光
立
県
推
進

会
議
」
で
も
、
三
陸
道
の
ト
イ
レ
問
題

が
話
題
に
の
ぼ
っ
た
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
教
育
旅
行
の
新
た

な
誘
致
を
図
る
う
え
で
、
ネ
ッ
ク
に
な

っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
震
災
復
興
が
目
的

の
無
料
道
路
ゆ
え
に
、
声
高
に
叫
べ
な

い
の
が
東
北
人
ら
し
さ
で
も
あ
る
。

　
県
ご
と
の
地
方
空
港
行
政
に
も
限
界

を
感
じ
る
。
自
治
体
の
広
域
連
携
や
飛

び
地
連
携
な
ど
が
、
か
ね
て
よ
り
進
み

始
め
た
と
こ
ろ
で
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て

ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
た
。旅
行
会
社
は
、

そ
う
し
た
縦
割
り
行
政
に
頓
着
せ
ず
、

魅
力
的
な
観
光
ル
ー
ト
開
発
や
誘
客
を

進
め
て
ほ
し
い
。

　
仙
台
空
港
利
用
で
将
来
、
期
待
さ
れ

る
の
が
タ
イ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
。
首
都

・
バ
ン
コ
ク
と
仙
台
の
定
期
便
が
再
開

す
れ
ば
、
大
き
な
前
進
に
な
る
。

　
も
と
も
と
仙
台
市
は
、
タ
イ
と
の
結

び
付
き
が
深
い
。
か
つ
て
タ
イ
国
政
府

観
光
庁
に
世
話
に
な
り
、
タ
イ
各
地
へ

足
し
げ
く
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
で
通
っ
た

こ
ろ
、
仙
台
市
の
職
員
の
方
と
よ
く
一

緒
に
な
っ
た
。
日
泰
の
架
け
橋
と
し
て

相
互
交
流
を
深
め
て
き
た
だ
け
に
、
絆

が
深
い
の
が
う
か
が
え
る
。

　
仙
台
を
拠
点
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客

を
進
め
、
三
陸
道
や
東
北
道
、
さ
ら
に

は
Ｊ
Ｒ
東
北
・
秋
田
・
山
形
新
幹
線
、

常
磐
線
な
ど
の
列
車
組
み
合
わ
せ
で
ル

ー
ト
開
発
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
宮
城

県
経
済
の
み
な
ら
ず
、
東
北
各
県
が
潤

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
先
述
の
講
演
で
は
、
タ
イ
人
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
や
食
の
傾
向
に
つ
い
て
も
簡

単
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
コ
ロ

ナ
禍
前
の
タ
イ
人
は
、
日
本
の
コ
ン
ビ

ニ
ス
イ
ー
ツ
の
お
い
し
さ
に
驚
き
、
果

物
が
好
き
で
桃
や
み
か
ん
、
り
ん
ご
を

持
ち
帰
っ
た
。
人
気
の
菓
子
は
、
お
取

り
寄
せ
し
て
ま
で
購
入
す
る
。た
だ
し
、

東
北
人
が
好
む
あ
ん
こ
は
、
苦
手
な
タ

イ
人
も
い
る
よ
う
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

向
け
商
品
開
発
も
嗜
好
に
合
わ
せ
て
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
が
コ
ロ
ナ

禍
で
完
全
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
た
こ
と
で
、

２
０
２
３
年
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の

年
と
な
り
そ
う
だ
。
か
つ
て
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
人
気
だ
っ
た
日
本
の
化
粧
品
は

今
や
下
り
坂
で
、
か
わ
っ
て
ア
パ
レ
ル

が
台
頭
を
始
め
る
な
ど
流
行
の
移
ろ
い

は
早
い
。
ア
イ
デ
ア
次
第
で
は
、
東
北

発
の
新
た
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ヒ
ッ
ト

商
品
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
（
淑
徳
大
学
　
経
営
学
部
　
観
光
経

営
学
科
　
学
部
長
・
教
授
　
千
葉
千
枝

子
）
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
隔
週
掲
載
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革
新
的
で
優
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
表
彰
す
る
「
日
本
サ
ー
ビ
ス
大
賞
」
（
日
本
生
産

性
本
部
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
生
産
性
協
議
会
主
催
）
の
授
賞
式
が
こ
の
ほ
ど
、
東
京
都

内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。
国
土
交
通
大
臣
賞
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
旅
館
、
マ
ザ
ー
ズ
リ
ヴ
　
サ
ポ
ー
ト
イ
ン
南
知
多
（
愛
知
県
）
と
航
空
会
社
の

ス
カ
イ
マ
ー
ク
（
東
京
都
）
が
受
賞
し
た
。

国
土
交
通
大
臣
賞
の
表
彰
（
左
か
ら
洞
駿
ス
カ
イ
マ
ー

ク
社
長
執
行
役
員
、
斉
藤
鉄
夫
国
交
相
、
野
口
恵
介
マ

ザ
ー
ズ
グ
ル
ー
プ
代
表
）

　
韓
国
・
扶
余
郡
は

月
６

日
、
東
京
・
新
宿
で
２
０
２

２
年
度
訪
日
観
光
広
報
事
業

と
し
て
扶
余
郡
観
光
説
明
会

を
開
い
た
＝
写
真
。

年
９

月

日
か
ら

月
９
日
ま
で

開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
大
百

済
展
」
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
。

月


日
か
ら
韓
国
へ
の
ビ
ザ
な

し
渡
航
が
再
開
さ
れ
る
な

ど
、
海
外
旅
行
の
需
要
拡
大

を
契
機
に
世
界
遺
産
の
町
へ

の
誘
客
を
図
る
。

　
扶
余
郡
は
、
忠
清
南
道
の

南
部
に
位
置
し
、
西
暦
５
３

８
～
６
６
０
年
に
存
在
し
て

い
た
国
「
百
済
」
の
首
都
が

あ
っ
た
地
。
２
０
１
５
年
に

は
「
百
済
歴
史
遺
産
地
区
」

が
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
、
当

時
を
感
じ
ら
れ
る
観
光
地
と

し
て
、
扶
余
・
官
北
里
遺
跡

や
扶
蘇
山
城
、
定
林
寺
址
、

扶
余
王
陵
園
、
扶
余
羅
城
な

ど
が
あ
る
。

　
代
表
観
光
地
と
し
て
は
、

百
済
の
庭
園
造
園
美
が
楽
し

め
る
「
宮
南
池
」
や
、
百
済

王
宮
を
再
現
し
た
「
百
済
文

化
団
地
」
、
忠
清
南
道
の
文

化
な
ど
を
学
べ
る
「
国
立
扶

余
博
物
館
」
、
白
馬
江
を
望

め
る
「
天
政
台
百
済
堰
」
、

韓
国
初
の
百
済
歴
史
Ｓ
Ｂ
Ｓ

ド
ラ
マ
「
薯
童
謡
」
の
ロ
ケ

地
で
あ
る
「
薯
童
謡
テ
ー
マ

パ
ー
ク
」
、
文
化
財
が
豊
富

で
紅
葉
も
美
し
い
「
万
寿
山

無
量
寺
」
な
ど
が
あ
る
。

　
朴
東
淳
観
光
振
興
チ
ー
ム

長
は
「
歴
史
や
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
、
体
験
で
き
る
こ
と
は
多

々
あ
る
。
早
期
に

万
人
以

上
の
日
本
人
観
光
客
を
呼
び

戻
し
た
い
」
と
話
し
た
。
参

加
者
を
代
表
し
、
読
売
旅
行

の
松
江
雅
彦
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー（
海
外
旅
行
担
当
）

は
、
「
簡
潔
で
使
い
や
す
い

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
用
意
し

て
ほ
し
い
」
と
求
め
た
。
扶

余
郡
の
鄭
俊
秀
文
化
祝
祭
チ

ー
ム
長
は
「
で
き
る
限
り
要

望
に
応
え
て
い
く
。
ソ
ウ
ル

と
釜
山
の
通
過
点
で
は
な

い
。
ウ
ナ
ギ
や
韓
牛
な
ど
、

韓
国
な
ら
で
は
の
グ
ル
メ
も

味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

来
訪
を
呼
び
掛
け
た
。

　
同
大
賞
は
２
年
に
１
回
、

経
済
界
の
代
表
や
学
識
経
験

者
な
ど
が
今
ま
で
に
な
い
サ

ー
ビ
ス
を
顧
客
に
届
け
る
シ

ス
テ
ム
や
社
会
へ
の
貢
献
な

ど
を
審
査
、
表
彰
す
る
。
今

回
で
４
回
目
。観
光
や
飲
食
、

運
輸
を
含
む
幅
広
い
業
種
か

ら
７
４
９
件
の
応
募
が
あ

り
、

件
が
選
ば
れ
た
。

　
最
優
秀
の
内
閣
総
理
大
臣

賞
は
定
額
制
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
「
エ
ア
ー
ク
ロ
ー
ゼ

ッ
ト
」
が
受
賞
。
プ
レ
ゼ
ン

タ
ー
を
務
め
た
岸
田
文
雄
首

相
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問

題
を
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
と

し
、
新
し
い
市
場
を
開
拓
す

る
姿
勢
は
他
の
受
賞
企
業
に

も
共
通
す
る
も
の
で
、
こ
う

し
た
優
れ
た
サ
ー
ビ
ス
が
さ

ら
に
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
や
中

小
企
業
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

創
出
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ

り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し

す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
サ
ポ
ー
ト
イ
ン
南
知
多

は
、
館
内
全
て
を
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
し
、
手
す
り
や
階
段

を
付
け
た
ひ
の
き
の
湯
や
電

動
リ
フ
ト
式
の
浴
槽
を
備
え

て
い
る
。
ま
た
、
常
駐
す
る

介
護
福
祉
士
・
介
護
士
が
入

浴
、
食
事
、
排
せ
つ
の
介
助

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
要
介
護
者
と
家
族
が
安

心
し
て
旅
を
楽
し
め
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
。
周
辺
施

設
と
も
連
携
し
、
障
害
者
就

労
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　
審
査
で
は
「
障
害
者
、
高

齢
者
、
要
介
護
者
に
特
化
す

る
た
め
に
、
本
業
の
介
護
ノ

ウ
ハ
ウ
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

で
具
現
化
し
、
価
値
転
用
し

た
稀
有

け

う

な
事
例
」
「
顧
客
満

足
向
上
の
た
め
の
事
前
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
徹
底
。
会
食
時
や

施
設
利
用
時
に
配
慮
す
べ
き

点
を
本
人
や
家
族
に
確
認
す

る
な
ど
、
顧
客
に
寄
り
添
う

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
発
揮
」

な
ど
が
評
価
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
挙
げ
ら
れ
た
。

　
マ
ザ
ー
ズ
グ
ル
ー
プ
代
表

の
野
口
恵
介
氏
は
「
障
害
の

あ
る
方
や
ご
高
齢
の
方
に

も
、
ご
家
族
と
一
緒
に
旅
行

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
そ
ん
な
思
い
で
旅
館
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
こ
で
は

障
害
の
あ
る
方
も
一
緒
に
働

き
、
施
設
だ
け
で
な
く
心
と

サ
ー
ビ
ス
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
目
指
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。

　
地
方
創
生
大
臣
賞
に
は
琴

平
バ
ス
（
香
川
県
）
が

年

５
月
に
実
施
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
バ
ス
ツ
ア
ー
が
選
ば
れ

た
。

人
限
定
で

分
間
の

ツ
ア
ー
は
、
特
産
品
代
金
を

含
め
約
５
千
円
の
地
元
密
着

型
ツ
ア
ー
。

　
「
コ
ロ
ナ
で
地
方
の
観
光

業
の
収
益
が
低
迷
す
る
中
、

地
域
密
着
型
の
バ
ス
会
社
が

先
駆
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

で
、地
元
の
物
販
売
り
上
げ
、

集
客
効
果
に
加
え
、
全
国
の

観
光
事
業
者
に
新
規
事
業
の

可
能
性
を
示
し
た
」
と
評
価

さ
れ
た
。


